
 

学校の様子(4/13～4/24) 

 

４／１３（月）１６（木）職員会議 

 今週は４月に入って４回目･５回目の職員会議を行いました。学校生活全般や学校行事など、

指導に関わる内容についての共通理解を図りました。学級経営、教育実習、生徒指導、体力テ

スト、避難訓練、人権教育、通級指導、図書館指導、外国語活動、給食指導、５月行事予定、

菜園・花壇、学級活動、引き渡し訓練、総合的な学習の時間、運動会、予算についてなど、臨

時休校になってはいますが、本来４月に行うべき会議内容を３つの密に気を付けて全職員で行

いました。緊急事態宣言の中ですので、全職員が集まることは今後避けていきますが、今は来

週２０日からの配付物等の準備を学年ごとに行っています。一刻も早く元気な子どもたちに会

えることを楽しみにしつつ、今できることをみんなで考えながら進めています。 

 

４／１６（木）マスクが届く 

全国に布マスクが配付されることになり、早速学校に 

児童用マスクの入った箱が届きました。２０日からのプ 

リント等配付時に一緒に配ることを考えましたが、学校 

間で数に過不足があることがわかり、調整をしてから配 

付することになりました。４月に１枚、５月に１枚学校 

に届くとのことです。学校再開となってから子どもたち 

に配付する予定です。 

 

４／２０（月）校歌を収録しました！ 

新聞やニュースではパソコンを使ったオンライン授業やいろいろな学習支援が紹介されてお

りますが、長久手市全ての学校がオンラインにより子どもたちに平等に情報を伝えたり集めた

りする環境は、今現在整っていないのが現状です。国の一人一台パソコンの構想が１２月に発

表され、各市町村で動き出してはいるものの三年計画のまだ始まりのところです。今回のコロ

ナによる緊急事態により、ＩＴＣ環境の必要性は高まっているので、個人情報やサーバー容量

にも配慮しながら何かできないものかと、まずは１年生向けに校歌を紹介したり、学校を紹介

したりする動画を配信してみようと取り組んでみました。 

本校ＩＴＣ担当のＳ先生とＹ先生が中心になって早速 

準備開始です。１６：３０頃、いる先生集合！の声がか 

かり、音楽室にて校歌の収録を行いました。事前の準備 

とチームワークで一発ＯＫの収録になりました。黒板の 

文字は本校で一番？字が上手いＭＹ先生によるものです。 

ホームページへのアップが今後上手くいったらぜひご覧 

になってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４／２１（火）たんぽぽの会 

 今年度の最初の「たんぽぽの会」を行いました。子育てのことで 

の悩みごとや心配ごとなど、保護者の皆さんと一緒に話すことで少 

しでも気持ちがやわらかくなるといいな、という会です。スクール 

カウンセラーさんや心のアドバイザーさんのような予約による時間 

の設定はなく、月に１回１０時から１時間くらいのおしゃべり会です。 

これまでにも毎月行っていましたが、個別にお声かけさせていただい 

ておりました。今回は声かけできなかったので、わたくし長江と堀田のおばちゃまのみで、私

が日ごろの悩み？をいろいろと聞いてもらいました。日ごろ言えないことでも聞いてもらった

おかげで気持ちが少し楽になりました。学校ではいつも元気を心がけていますが、こう見えて

もいろいろと悩むことはあるんです。 

話をしたからといって解決するわけ 

ではなく、何か適切なアドバイスがで 

きるわけでもありませんが、気持ちが 

少しでも温かくなるといいなと思って 

「たんぽぽの会」です。次回５月は、 

２１日（木）１０時です。気軽にお声 

かけください。 

 

４／２０（月）～２２（水）配付物の受け渡し 

 事前にお知らせしましたように、２０日はあおぞらと１・２年生、２１日は３・４年生、 

２２日は５・６年生を基本に、３日間配付物の受渡日を設けさせていただきました。ご協力 

ありがとうございました。感染拡大防止に配慮して行ったつもりですが、不手際があった点 

はお許しください。 

  

 

 

 

 

 

学年ごとに配付物を準備しました。         色分けした袋にまとめ準備完了！ 

 

 

 

 

 

学年別の入り口 と 受付の様子 

 

４／２４（金）臨時休業の延長 

 ５月３１日まで休校延長が決まりました。今後、再度の配付や回収を予定しています。詳し

くは来週早々にお知らせします。ご協力よろしくお願いします。 

 今は我慢のときですが、子どもたちが元気に過ごしているかどうかは心配でなりません。た

だ、こんなときだからこそ、子どもたちには自分の時間の使い方を自分で決め、自分がやりた

いことはなんなのかを考えるチャンスにして、やりたいことをやってほしいと思っています。

ついつい大人はあれしなさいこれしなさいと言ってしまいがちです。私がそうです。配付物を

今後お渡しする話をしたばかりでもありますが、やらされてやる受け身の姿勢ではなく、こう

いうときだからこそ子どもたちには、興味のあることをとことんやってみたり、自分で夢中に

なれるものを探したりするいい機会にしてほしいです。休校期間がすてきな時間になることを

願いつつ、早く子どもたちの元気な笑顔に会えることを楽しみに明日から再チャレンジです。 


